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篠島

87.鷲津山長寿寺

88.瑞木山円通寺

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
晩
秋
で
す
ね
。

朝
晩
は
寒
い
日
が
増
え
ま
し
た
。
く
れ
ぐ

れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

昨
年
か
ら
知
多
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場

に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
る
か
わ
ら
版
、

残
る
札
所
は
二
ヶ
所
。
い
よ
い
よ
結
願
で

す
。

★
烏
枢
沙
摩
明
王

   

八
十
六
番
か
ら
八
十
七
番
に
向
か
い
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
知
多
四
国
八
十
八
ヶ

所
霊
場
の
場
合
、
行
程
上
、
八
十
八
番
を

先
に
打
つ
お
遍
路
さ
ん
が
多
い
よ
う
で
す
。

   

し
か
も
、
そ
の
道
中
に
五
番
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
八
十
六
番
、
五
番
、
八
十

八
番
、
そ
し
て
八
十
七
番
と
い
う
順
番
。

し
か
し
、
今
回
の
紙
上
遍
路
で
は
五
番
は

四
番
の
次
に
既
に
打
ち
終
え
て
い
ま
す

（
昨
年
三
月
号
）
の
で
、
八
十
八
番
に
向

か
い
ま
す
。

   

八
十
六
番
か
ら
東
へ
約
四
・
六
キ
ロ
メ

ー
ト
で
五
番
、
そ
こ
か
ら
北
へ
約
二
・
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
む
と
八
十
八
番
、
瑞
木

山
円
通
寺
。
大
府
市
で
す
。

   

七
二
九
年
、
行
基
菩
薩
が
開
創
。
七
堂

伽
藍
を
備
え
た
古
刹
で
し
た
が
、
九
三
九

年
（
天
慶
の
乱
）
と
一
三
三
三
年
（
建
武

の
乱
）
の
兵
火
で
堂
宇
を
焼
失
。

   

一
三
四
八
年
、
夢
窓
疎
石
が
中
興
開
山

し
て
再
建
。
一
四
○
一
年
に
現
在
地
に
移

転
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

   

寺
号
が
「
通
じ
」
に
か
ぶ
る
当
寺
は
、
便

秘
や
下
の
病
、
婦
人
病
、
安
産
に
ご
利
益

の
あ
る
「
烏
枢
沙
摩
（
う
す
さ
ま
）
明
王
」

の
お
札
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

   
お
札
を
東
司
（
便
所
）
に
南
向
き
に
祀

る
と
、
下
の
病
に
霊
験
が
あ
る
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
鷲
津
砦

   

八
十
八
番
か
ら
さ
ら
に
北
上
、
伊
勢
湾

岸
道
路
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
、
新
幹
線
を

く
ぐ
っ
て
進
む
こ
と
約
三
・
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
名
古
屋
市
に
入
り
、
い
よ
い
よ
最

後
の
札
所
、
八
十
七
番
は
鷲
津
山
長
寿
寺
。

   

「
鷲
頭
」
と
聞
い
て
「
桶
狭
間
の
戦
い
」

を
連
想
さ
れ
た
方
は
戦
国
史
通
で
す
。

   

「
鷲
津
砦
」
は
「
桶
狭
間
の
戦
い
」
の

緒
戦
で
今
川
軍
が
陥
落
さ
せ
た
織
田
軍
の

拠
点
。
当
寺
は
も
と
も
と
「
鷲
津
砦
」
一

帯
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
一
九
七
九
年
、

「
鷲
津
砦
」
周
辺
の
公
園
整
備
に
伴
い
、

現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

   

江
戸
時
代
、
大
高
城
主
・
志
水
忠
継
の

母
、
長
寿
院
の
遺
命
で
禅
寺
に
改
宗
。
そ

の
際
に
、
寺
号
も
長
寿
寺
と
な
り
ま
し
た
。

   

境
内
に
は
、
か
つ
て
名
古
屋
広
小
路
に

あ
っ
て
「
夜
開
帳
」
と
し
て
信
仰
を
集
め

た
柳
薬
師
、
住
職
に
化
け
て
参
拝
者
に
慕

わ
れ
た
狐
を
祀
る
高
蔵
坊
稲
荷
が
あ
り
、

商
売
繁
盛
に
ご
利
益
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

   

知
多
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
は
こ
こ
で

打
ち
終
わ
り
、
結
願
で
す
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。

★
興
正
寺
と
遍
照
院

   

こ
の
後
、
高
野
山
奥
之
院
に
見
立
て
た

八
事
山
興
正
寺
（
名
古
屋
市
）
や
弘
法
山

遍
照
院
（
知
立
市
）
に
向
か
う
お
遍
路
さ

ん
も
多
い
よ
う
で
す
。

   

な
お
、
遍
照
院
は
三
河
新
四
国
八
十
八

ヶ
所
霊
場
の
零
番
札
所
、
番
外
開
創
の
古

刹
で
あ
り
、
三
河
三
弘
法
の
ひ
と
つ
。
後

の
ふ
た
つ
は
、
大
仙
山
西
福
寺
（
刈
谷

市
）
、
天
目
山
密
蔵
寺
（
刈
谷
市
）
で
す
。

★
知
多
四
国
霊
場
会

   

昨
年
か
ら
お
伝
え
し
て
き
た

知
多
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
紙
上
遍
路
。

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

   

知
多
四
国
霊
場
会
の
事
務
局
は
、
五
十

三
番
の
鶴
林
山
安
養
院
（
美
浜
町
）
が
お

務
め
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

   

ベ
テ
ラ
ン
の
お
遍
路
さ
ん
は
、
先
達
、
権

中
先
達
、
中
先
達
、
権
大
先
達
、
大
先
達
、

特
任
大
先
達
と
昇
任
し
て
い
き
ま
す
。

   

納
め
札
の
色
も
、
参
拝
回
数
に
よ
っ
て

変
わ
り
ま
す
。
最
初
は
白
、
十
回
以
上
は

緑
、
二
十
回
以
上
は
赤
、
三
十
回
以
上
は

銀
、
五
十
回
以
上
は
金
、
百
回
以
上
は
錦

で
す
。

   

札
所
で
は
、
納
経
帳
に
「
お
印
」
の
ご

朱
印
を
押
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
二
回

目
以
降
は
重
ね
押
し
し
ま
す
。

   

何
度
も
重
ね
押
し
を
し
て
真
朱
に
な
っ

た
納
経
帳
は
、
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
功
徳

の
証
と
な
り
、
不
思
議
な
ご
利
益
、
不
思

議
な
ご
加
護
に
あ
ず
か
る
と
信
じ
ら
れ
て

て
い
ま
す
。

★
来
月
は
総
集
編

   

本
四
国
の
紙
上
遍
路
の
時
と
同
様
に
、
来

月
は
知
多
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
ご
本

尊
、
宗
派
等
の
総
集
編
を
お
伝
え
し
ま
す
。

乞
ご
期
待
。

知多四国八十八ケ所霊場Map

ご
本
尊

ご
詠
歌

馬
頭
観
世
音
菩
薩

慈
悲
深
き 

大
師
の
恵
み 

有

難
や 
今
日
木
之
山
に 

法
の

花
咲
く

ご
本
尊

ご
詠
歌

聖
観
世
音
菩
薩

御
仏
の 

深
き
恵
み
に
大
高
の 

な
か
き
齢
も 

念
仏
の
徳


